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１．はじめに
























　この自殺総合対策大綱を受け、2015 年 4 月、文
部科学省は「性同一性障害に係る児童生徒に対する
きめ細かな対応の実施等について」を通知し、さら






















成が個々に進められていた。2015 年 8 月 24 日一橋
大学の学生が友人に性的指向をアウティング7）され、
その後、転落死するという事件が起こった。大学の
責任が問われ、2017 年 9 月 29 日には、日本学術会
議から提言「性的マイノリティの権利保障をめざし
て―婚姻・教育・労働を中心に―」8）が出されてい




































































LGBT 当事者」とした。A 県に本部を構える LGBT
団体に所属する 1 名、B 県を中心に活動をおこなっ
ている LGBT 団体に所属する 7 名の計 8 名から調
査協力を得、インタビューをおこなった。本調査は
LGBT を対象としているため、アセクシュアルであ
る 1 名の調査協力者を除き、7 名を分析焦点者とし
た。表 1 は分析焦点者の属性を示したものである。
　インタビューは半構造化面接を実施した。A 県に
本部を構える LGBT 団体に所属する 1 名へのイン
タビューは 40 分程度であり、B 県を中心に活動し
ている LGBT 団体に所属する 7 名にはグループイ












データとした。調査時期は、2018 年 10 月上旬から
下旬にかけておこなわれた。
　⑶　分析手順と分析ワークシート












セクシュアリティ 性自認 性指向 年齢
A FtM 注 1） 男 女 28
B G 注 2） 男 男 28
C G 男 男 22
D FtM 男 女 27
E MtF 注 3） 女 男 20
F MtF ？ パンセクシュアル注 4） 19
G MtX ？ 女 22
注 1）Female to Male の略。生まれもった体が女性で性自認の性が男性である人のこと。
注 2）Gay の略。男性同性愛者のこと。













































































1 幼少期の無意識の自覚 D: えーっと、小さい時に自分のことを俺と言うところがあって、それは親に注意されてなおしていま
したけど、何かやっぱり小さい時から、うーんと、別に女の子だと思うことを理解しつつも男の子
のおもちゃで遊ぶほうが、良かったし、男の子の友達のほうが多かったという幼少期でした。
2 恋をすることでの自覚 A: 指向に関しては、自分が中学校 2 年生くらいの時に好きだなと明確に感じたのは女の子だったので、
なんか、ああ、ここも違うのかという感じで、その時に、性指向に関しては男の子ではないなと気
付き始めました。
3 ジェンダー概念の障壁 G: やっぱりその時まだ男なので女の子のことを好きになるのだろうなという概念があったのですけど、
でも小学校の時から気になる女の子がいたんですけど、今思えばそういった概念があったからかな
と。無理に意識していたところもあると思うんですけど。
4 はっきりとした自覚 B: 僕ははっきりと自分がゲイであると自覚したのは中学生の頃です。
5 秘密をもつ孤独感 B: 自分も受け入れたとは言ったけど誰かに相談しようと思わなくて、やっぱり言ったら気持ち悪がら
れるだろうなと思っていたから、自分のなかでとりあえず腑に落ちてはいたけど、その悩みとかを
自分のなかにとどめておこうと思っていて。




7 教員との距離感 E: 公立の中学高校にいたのですが、途中から私立の通信制の高校になったんですが公立の学校だと先
生との距離があって気安く話せないような、自分でそういう思い込みがあって、全然言えなかった
んです。




9 最初のカミングアウト G: 中学校の友達とかには私は、男女どっちでも好きになるよ！みたいな話をしていたみたいで、当時
の友達にはそういう伝え方をしました。でもそのぐらいで、あまり、実は男の人が好きでさぁ、み
たいな相談はなかったですね。でもお友達ですね。まずは周りの友達に話すことが多かったです。




11 他者からの承認 G: 友達がありのままを受け止めてくれていたこと、「男とか女とかではなくて G ちゃんは G ちゃんだ
よね」と言ってくれたことが、私としても男だから女だからとかじゃなくても一人ぼっちじゃなく
てわかってくれる人がいるんだなと、そういう辛さとかを乗り越える強い力になりました。








れたら 13 分の 13 が安心していけるのではないかなと思いますね。




















































































































































































 2）LGBT 当事者とは、L＝女性同性愛者 lesbian, G＝男性




























12）日高庸晴（2105）「教員 5979 人の LGBT 意識調査レポー
ト　個別施策層のインターネットによるモニタリング調査
と教育・検査・臨床現場における予防・支援に関する研究」
平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策政策研
究事業
13）B・G・グレイザー　A・L・ストラウス（1996）『デー
タ対話型理論の発見』後藤隆、大江春江、水野節夫訳、新
曜社
14）木下康仁（1999）『グラウンデッド・セオリー・アプロー
根　岸　あゆ美・長　安　めぐみ・小　林　陽　子116
チ―質的実証研究の再生―』弘文堂
15）木下康仁（2003）『グラウンデッド・セオリー・アプロー
チの実践―質的研究への誘い』弘文堂
16）LGBT 法連合会編刊（2019）『LGBT 報道ガイドライン
―性的指向・性自認の視点から―』
学校教育と性の多様性 117

